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次

 

ペ
ー
ジ

規　
　
　

則

〇
宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
産
業
人
材
対
策
課
）　
　

一

〇
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　
　

一

〇
職
業
訓
練
給
付
金
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　
　

一

〇
職
業
能
力
開
発
校
の
授
業
料
の
減
免
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　
　

一

〇
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
職
業
能
力
開
発
校
の
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
の
特
例
に
関
す

　

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　
　

二

告　
　
　

示

〇
保
安
林
及
び
保
安
施
設
地
区
に
係
る
皆
伐
面
積
の
残
存
許
容
限
度 

（
森
林
整
備
課
）　
　

二

〇
公
有
水
面
埋
立
て
の
免
許
出
願 

（
水
産
業
基
盤
整
備
課
）　
　

三

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出 

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

三

公　
　
　

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定 

（
食
産
業
振
興
課
）　
　

四

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

四

選
挙
管
理
委
員
会

〇
不
在
者
投
票
を
管
理
す
べ
き
施
設
の
指
定
等
に
つ
い
て 

五

規　
　
　

則

　

宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
百
三
号

　
　
　

宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
宮
城
県
規
則
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
二
十
三
条
中
「
第
十
五
条
の
六
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
十
五
条
の
七
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
百
四
号

　
　
　

職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

職
業
能
力
開
発
校
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
十
三
条
中
「
第
十
五
条
の
六
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
五
条
の
七
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

職
業
訓
練
給
付
金
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
百
五
号

　
　
　

職
業
訓
練
給
付
金
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

職
業
訓
練
給
付
金
支
給
規
則
（
昭
和
五
十
年
宮
城
県
規
則
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
十
五
条
の
六
第
一
項
各
号
」
を
「
第
十
五
条
の
七
第
一
項
各
号
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

職
業
能
力
開
発
校
の
授
業
料
の
減
免
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
百
六
号
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職
業
能
力
開
発
校
の
授
業
料
の
減
免
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

職
業
能
力
開
発
校
の
授
業
料
の
減
免
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
百
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
第
十
五
条
の
六
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
五
条
の
七
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
職
業
能
力
開
発
校
の
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
百
七
号

　
　
　

 

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
職
業
能
力
開
発
校
の
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
職
業
能
力
開
発
校
の
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
三
年
宮
城

県
規
則
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
第
十
五
条
の
六
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
五
条
の
七
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
千
四
十
号　
　
　
　
　

　

森
林
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
六
号
）
第
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
七
年

度
に
お
け
る
保
安
林
及
び
保
安
施
設
地
区
の
皆
伐
に
よ
る
立
木
の
伐
採
に
つ
い
て
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
す
べ
き
皆
伐
面
積
の
残
存
許
容
限
度
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 

同
一
の
単
位
と
さ
れ
る

保
安
林
の
種
類 

 

皆
伐
面
積
の
限
度
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

 

保
安
林
等
の
区
域

水
源
か
ん
養
保
安
林 

本
吉
地
区 

三
八
二
・
三
五

 

北
上
川
下
流 

三
四
二
・
三
四

 

石
巻
地
区 

三
五
二
・
一
四

 

迫
川
地
区 

一
、
〇
九
三
・
六
一

 

江
合
川
上
流 

七
二
三
・
〇
一

 

鳴
瀬
川
上
流 

一
、
二
一
七
・
九
四

 

江
合
川

 

　
　
　

下
流 

〇
・
八
六

 

鳴
瀬
川

 

黒
川
地
区 

一
八
九
・
一
八

 

仙
台
地
区 

一
、
三
六
七
・
三
九

 

白
石
地
区 

一
、
六
三
八
・
〇
四

土
砂
流
出
防
備
保
安
林 

本
吉
地
区 

二
四
・
九
〇

 

北
上
川
下
流 

七
・
九
四

 

石
巻
地
区 

二
二
・
九
八

 

迫
川
地
区 

七
六
・
五
九

 

江
合
川
上
流 

一
八
二
・
三
〇

 

鳴
瀬
川
上
流 

二
三
四
・
七
四

 

江
合
川

 

　
　
　

下
流 

一
二
・
一
二

 

鳴
瀬
川

 

黒
川
地
区 

二
八
・
七
六

 

仙
台
地
区 

六
六
・
七
六

 

白
石
地
区 

一
九
九
・
一
四

防
風
保
安
林 

蔵
王
町 

〇
・
一
二

 

川
崎
町 

〇
・
四
六

干
害
防
備
保
安
林 

仙
台
市 

五
・
一
八

 

石
巻
市 

二
三
・
五
三

 

気
仙
沼
市 

二
四
・
一
四

 

白
石
市 

三
・
二
〇

 

角
田
市 

二
・
〇
八

 

登
米
市 

九
・
九
四

 

栗
原
市 

二
・
九
〇

 

東
松
島
市 

四
・
三
四

 
大
崎
市 

五
五
・
一
五

 
七
ケ
宿
町 

五
・
一
四
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柴
田
町 

〇
・
九
八

 

丸
森
町 

二
・
七
二

 

大
和
町 

三
・
六
〇

 

大
郷
町 

〇
・
三
〇

 

加
美
町 

六
・
七
二

 

女
川
町 

一
六
・
七
八

 
南
三
陸
町 

〇
・
七
六

魚
つ
き
保
安
林 
石
巻
市 

一
六
・
九
七

 

気
仙
沼
市 

二
・
五
六

 

東
松
島
市 

〇
・
四
二

 

女
川
町 

〇
・
九
二

 

南
三
陸
町 

〇
・
九
〇

保
健
保
安
林 

宮
城
北
部
地
区 

一
三
・
一
四

 

宮
城
南
部
地
区 

六
・
九
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
千
四
十
一
号

　

公
有
水
面
埋
立
法（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、次
の
と
お
り
免
許
出
願
が
あ
っ

た
。

　

な
お
、
同
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
出
願
及
び
関
係
図
書
の
縦
覧
は
、
宮
城
県
農
林
水
産
部
水
産
業
基
盤
整
備

課
及
び
宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
水
産
漁
港
部
で
行
う
。

　
　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

出
願
年
月
日

　
　

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
日

二　

出
願
人
の
名
称

　
　

亘
理
町

三　

埋
立
区
域
及
び
埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の
施
行
区
域

　

１　

埋
立
区
域

　
　

一　

位　

置

　
　
　
　

第
二
種
荒
浜
漁
港
区
域
内

　
　
　
　

亘
理
郡
亘
理
町
荒
浜
字
築
港
通
り
三
及
び
六

－

五
十
二
に
隣
接
す
る
公
有
水
面

　
　

二　

区　

域

　
　
　

 　

次
の
各
地
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
及
び
①
の
地
点
か
ら
④
の
地
点
ま
で
を
結
ぶ
平
成
二
十
七
年
の
春
分
の
満

潮
位
（
Ｄ
Ｌ
＋
一
・
四
メ
ー
ト
ル
）
に
お
け
る
公
有
水
面
と
陸
地
と
の
境
界
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

　
　
　

 　

①
の
地
点　

基
点
（
二
Ａ
〇
〇
七
）（
北
緯
三
八
度
〇
二
分
二
八
・
三
七
〇
三
秒　

東
経
一
四
〇
度
五
四
分

三
九
・
二
二
〇
五
秒
）
か
ら
一
一
一
度
二
三
分
一
一
秒　

一
八
八
・
七
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

②
の
地
点　

①
の
地
点
か
ら　
　

一
六
度
三
二
分
三
九
秒　

二
八
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点　

　
　
　
　

③
の
地
点　

②
の
地
点
か
ら　

一
〇
六
度
〇
一
分
四
九
秒　
　

九
・
七
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

④
の
地
点　

③
の
地
点
か
ら　

一
九
六
度
四
八
分
一
三
秒　

二
八
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　

三　

面　

積

　
　
　
　

二
七
三
・
三
五
平
方
メ
ー
ト
ル
（
埋
立
区
域
）

　

２　

埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の
施
行
区
域

　
　

一　

位　

置

　
　
　
　

第
二
種
荒
浜
漁
港
区
域
内

　
　
　
　

亘
理
郡
亘
理
町
荒
浜
字
築
港
通
り
三
及
び
六

－

五
十
二
に
隣
接
す
る
公
有
水
面

　
　

二　

区　

域

　
　
　
　

次
の
各
地
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
及
び
ア
の
地
点
か
ら
エ
の
地
点
ま
で
を
結
ぶ
平
成
二
十
七
年
の
春
分
の
満

　
　
　

潮
位
（
Ｄ
Ｌ
＋
一
・
四
メ
ー
ト
ル
）
に
お
け
る
公
有
水
面
と
陸
地
と
の
境
界
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

　
　
　

 　

ア
の
地
点　

基
点
（
二
Ａ
〇
〇
七
）（
北
緯
三
八
度
〇
二
分
二
八
・
三
七
〇
三
秒　

東
経
一
四
〇
度
五
四
分

三
九
・
二
二
〇
五
秒
）
か
ら
一
一
二
度
五
三
分
四
三
秒　

一
八
九
・
二
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

イ
の
地
点　

ア
の
地
点
か
ら　
　

一
六
度
三
二
分
四
〇
秒　

三
八
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

ウ
の
地
点　

イ
の
地
点
か
ら　

一
〇
六
度
〇
一
分
四
三
秒　
　

九
・
七
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

エ
の
地
点　

ウ
の
地
点
か
ら　

一
九
六
度
四
八
分
一
七
秒　

三
八
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　

三　

面　

積

　
　
　
　

三
六
九
・
九
四
平
方
メ
ー
ト
ル
（
施
行
区
域
）

四　

埋
立
地
の
用
途

　
　

道
路
用
地

五　

縦
覧
期
間　
　

　
　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
千
四
十
二
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
仙
台
市
岩
切
土
地
改

良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日
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宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

宮　
　

崎　
　

博　
　

之　
　
　

一　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
七
年
十
一
月
七
日

関

内

清

一

仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
字
堰
下
五
十
九
番

地

理

事

平
成
二
十
七
年
十
一
月
七
日

吉

田

正

憲

仙
台
市
宮
城
野
区
新
田
三
丁
目
十
四
番
二

十
号

理

事

平
成
二
十
七
年
十
一
月
七
日

川

嶋

松

治

仙
台
市
宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷
字
舘
下
二
十
三

番
地

理

事

平
成
二
十
七
年
十
一
月
七
日

田

中

秀

夫

仙
台
市
宮
城
野
区
新
田
四
丁
目
六
番
八
号

理

事

平
成
二
十
七
年
十
一
月
七
日

菅　

野　
　
　

昭

仙
台
市
宮
城
野
区
福
田
町
二
丁
目
三
番
三

十
九
号

理

事

平
成
二
十
七
年
十
一
月
七
日

大　

泉　
　
　

亨

仙
台
市
宮
城
野
区
田
子
字
上
十
八
番
地

理

事

平
成
二
十
七
年
十
一
月
七
日

佐

藤

俊

郎

仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
字
今
市
十
一
番
地

理

事

平
成
二
十
七
年
十
一
月
七
日

鈴

木

運

一

仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
字
今
市
七
十
四
番

地

監

事

平
成
二
十
七
年
十
一
月
七
日

早

坂

則

夫

仙
台
市
宮
城
野
区
田
子
字
権
八
三
十
五
番

地

監

事

二　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
七
年
十
一
月
六
日

今　

野　
　
　

孝

仙
台
市
宮
城
野
区
福
田
町
四
丁
目
二
番
十

四
号

理

事

平
成
二
十
七
年
十
一
月
六
日

関

内

清

一

仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
字
堰
下
五
十
九
番

地

理

事

平
成
二
十
七
年
十
一
月
六
日

吉

田

正

憲

仙
台
市
宮
城
野
区
新
田
三
丁
目
十
四
番
二

十
号

理

事

平
成
二
十
七
年
十
一
月
六
日

佐

藤

俊

郎

仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
字
今
市
十
一
番
地

理

事

平
成
二
十
七
年
十
一
月
六
日

田

中

秀

夫

仙
台
市
宮
城
野
区
新
田
四
丁
目
六
番
八
号

理

事

平
成
二
十
七
年
十
一
月
六
日

相

澤

勝

一

仙
台
市
宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷
字
北
畑
三
番
地

の
二

理

事

平
成
二
十
七
年
十
一
月
六
日

大　

泉　
　
　

亨

仙
台
市
宮
城
野
区
田
子
字
上
十
八
番
地

理

事

平
成
二
十
七
年
十
一
月
六
日

大

泉

政

志

仙
台
市
宮
城
野
区
田
子
二
丁
目
四
十
二
番

三
十
一
号

監

事

平
成
二
十
七
年
十
一
月
六
日

日

野

正

博

仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
字
三
所
北
十
六
番

地

監

事

公　
　
　

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

随
意
契
約
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

東
京
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
食
材
王
国
み
や
ぎ
」
魅
力
体

感
促
進
業
務　

一
式

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

農
林
水
産
部
食
産
業
振
興
課　

仙
台
市
青
葉
区

本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
七
年
六
月
三
十
日

四 　

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
仙
台
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
二
丁
目
二
番
十
三
号

五　

契
約
金
額　

七
千
百
十
二
万
一
千
五
百
六
十
四
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

随
意
契
約

七 　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
理
由　

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政

令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
一
号
該
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

東
松
島
市
大
塩
字
山
崎
五
十
番
五

　

東
松
島
市
赤
井
字
有
明
十
三
番
地
十
六　

ル
ミ
ナ
ス
Ａ

一
〇
二
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森
岡　
　

勉　
　
　
　
　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
百
五
十
九
号

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

　
　
　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

別
表
第
一
大
崎
市
民
病
院
鳴
子
温
泉
分
院
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

医
療
法
人
永
仁
会
永
仁
会
病
院 

同　

古
川
旭
二
丁
目
五
番
一
号　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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